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第３学期のスタート！２０２５年度の後半になります！ 

  １０月４日（土）、いよいよ第３学期がスタートしました。久しぶりに友達と再会した子供たちは、とても

楽しそうでした。やはり補習校の主役は子供たち。子供たちの戻ってきた補習校は、いきいきとした活

気を取り戻しました。２０２５年度の後半を迎え、卒業や進級を見据えながら、教育活動の充実に取り

組み、子供たちの成長をサポートしていきたいと考えております。 

 さて、第３学期は大きな学校行事である、補習校祭りを予定しています。午前の部は学習発表会。体

育館を使い、学年ごとに学習の成果を発表します。緊張しながらも、

ステージ上で一生懸命発表する子供たちの姿をご覧いただけるもの

と思います。午後の部はタレントショーと模擬店。子供たちの持つ特

技や才能を発揮する場であるタレントショーについては、今年度もご

期待ください。また、模擬店には中学部の子供たちも参加します。い

ろいろな飲み物、食べ物も例年用意されておりますので、お腹の方

も大満足いただけるのではないかと思っております。 

 第３学期も保護者の皆様からのご支援ご協力を、どうぞ宜しくお願

い致します。                                             昨年度の補習校祭りの様子から                                     

第３学期始業式でのスピーチ １０月４日（土） 

おはようございます。わたしは、中学３年のラウ直美です。 

わたしは小さいときからインコを飼っています。今、いっしょにいるインコは「ピピちゃん」で、6 歳で

す。ピピちゃんはわたしにとって家族のような存在で、毎日一緒に過ごすのがとても幸せです。 

でも、ピピちゃんが来る前にも、わたしには「ぴいたん」というおじいちゃんインコがいました。ぴいた

んはとても優しく、わたしが小さいころから一緒に過ごしていました。ぴいたんとの思い出は今でも大切にしていて、ぴ

いたんから「優しさ」を学びました。 

その後、ぴいたんの後を引き継ぐように「びびちゃん」が家に来ました。びびちゃんは元気いっぱいで、最初はかむこと

もありました。かまれるのは痛かったけれど、少しずつびびちゃんと信頼関係を築いていきました。こうした経験から、

わたしは「やさしさ」をどう伝え、受け取るかを学びました。 

ピピちゃんは、今ではわたしの大切な家族で、毎日を楽しく過ごしています。ピピちゃんにやさしく接すると、ピピちゃん

もそのやさしさに応えてくれます。たとえば、ピピちゃんが鳴くとき、わたしはその声に耳を傾け、ピピちゃんが求めて

いることを理解しようとします。動物は、気持ちを言葉で伝えることができませんが、動物の目線や仕草からその気持

ちを感じ取ることができるんです。 



わたしは、動物とのふれあいを通して「やさしさ」の大切さを学びました。最初はどう接していいかわからなかったけれ

ど、動物たちとの関係を築くことで、やさしさがどれだけ大切かを実感しました。やさしく接すると、動物たちは安心し、

信頼を返してくれます。 

これからもピピちゃんと過ごす時間を大切にし、愛を注いでいきたいと思います。そして、みなさんにもお願いしたいこ

とがあります。動物たちにやさしく接してあげてください。そのやさしさは必ず、お互いに素晴らしい気持ちを広げてくれ

ると信じています。これで、私のスピーチを終わります。 

全校朝会でのスピーチ １０月１１日（土） 

みなさん、おはようございます。私は中学3年の羽山愛梨佳です。 

今日は「オーストラリアと日本についてのクイズゲーム」をします。このゲームは皆さんの知識を試す楽しい方法です。

オーストラリアと日本の面白いことを学ぶことができます。 

ルールは次の通りです。    １  答えが「正しい」と思ったら、立ってください。 

                    ２  答えが「間違い」と思ったら、そのまま座っていてください。 

                                          ３  ５秒で考えてください。 

それでは、始めましょう。 

1  日本は、世界で一番地震が多い国である。 

→答えは、間違いです。 

実際はインドネシアの方が、地震が多いです。 

2  カンガルーは、頭を動かさずに、後ろを見ることができる。 

→答えは、正しいです。 

カンガルーの目は、頭の横についていて、周りをよく見ることができます。 

3  オーストラリアの海岸線は日本より長い。 

→答えは、間違いです。 

オーストラリアの海岸線は 25,000キロメートル以上あって、日本は 29,000キロメートル以上あります。 

4  日本では相撲の方が野球より人気がある。 

→答えは、間違いです。 

相撲は伝統的ですが、一番人気のあるスポーツは野球です。 

5  日本には人口よりも多くの自動販売機がある。 

→答えは、間違いです。 

日本には 550 万台の自動販売機があって、人口は 1 億 2500 万人です。 

6 折り紙は最初、日本で儀式のために使われていた。 

→答えは、正しいです。 

折り紙はもともと儀式やお祭りに使われて、今の芸術になりました。 

まとめ 

これで問題は終わりです。 

皆さんが、このゲームを楽しんで、オーストラリアと日本について、新しいことを学べたならば、うれしいです。このよう

に自動販売機の数や折り紙の歴史のように小さなことからも、国の特徴や面白さを知ることができます。今後も皆さん

がもっと世界に興味を持ち、学び続けてくれることを願っています。 

これで私のスピーチを終わります。 

 

※全校児童生徒が集中して中学部３年生のスピーチに耳を傾けています。自身の経験と繋げたり、クイズ形式を取り 

 入れたりと工夫がみられるからです。今後の中学部３年生のスピーチにも期待しています！  



３学期の主な行事予定 

   ・１０月 ４日（土） 第３学期始業式   ・１１月２９日（土） 社会科学習日 

   ・１１月   ８日（土） 入学説明会      ・１２月 ６日（土） 幼稚部小１入試 〆文集原稿締め切り 

   ・ １１月２２日（土） 補習校祭り       ・１２月１３日（土）第３学期終業式  

入学説明会について   

  令和８年度（２０２６年度）の入学説明会を、１１月８日（土）に開催します。在校生の弟妹で入学を希

望される保護者の皆様には、入学説明会をはじめ入試等の日程につきましてもご確認いただければと

思います。また、何かご不明な点等ございましたら、担当（ソープ/スミス）までお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3 学期始業式での教頭の話から 

今日から３学期、１年の終わりの半分が始まります。 

今日は、かえるの話をします。 

「めざそう！３びきのかえる」 

 

 



①「かんがえる」 

考えるのめんどくさいなあと思うことがあるかもしれません。でも、人間の頭の中は、考えれば考える

ほど頭がよくなる線がつながっていって、「たしか、こうだったな」などと思うようになります。勉強

のときは、じっくり考えて、自分の答えを見つけたり、友達と話し合って新しい考えを見つけたりしま

しょう。 

②「まちがえる」 

まちがえるとはずかしいですね。でも、まちがえたとき、「正解は何だろう。どうすればよかったのか

な」と知りたくなるから、もっとできるようになります。まちがえることを心配しないで、まちがえた

ことから正しいことを覚えられるようにしましょう。 

③「ふりかえる」 

学校や家出の勉強の終わりに、「どんなことがわかったかなあ」「どんなことができるようになったか

なあ」とふるかえってみましょう。がんばった自分に自信が持てて、次もがんばろうと思えます。そし

て、勉強が楽しくなります。 

 

３学期は、補習校祭りもあって、学年でステージ発表の練習をすると思います。勉強だけでなく、ステ

ージ発表の練習でも、「かんがえる！まちがえる！ふりかえる！」この３びきのかえるを思い出してが

んばっていきましょう。 

全校朝会での校長の話から 

 １０月１１日（土）の全校朝会では、 「勇気が限界突破の扉を開く鍵」という話をしました。自転車を乗

れるように練習した時のことを思い出させ、１度失敗したくらいでは諦めなかったこと

や、失敗したら誰かに笑われるということなど、全く考えていなかったのではないか

と問いかけました。子供たちには、何かに挑戦するという「小さな勇気」を今後の学

校生活で積み重ね、自分自身の限界を超えていってほしいと思っています。「勇気

を持って何かに挑戦している人は、やっぱりカッコいい！」です。補習校の子供たち

の挑戦を、今後も支援していきます。 

文集「ジャカランダのしたで」表紙絵募集！ 

 早いもので、文集「ジャカランダのしたで」の準備を進める時期となり

ました。そこで、例年に準じて、今年度も全児童生徒から表紙絵を募

集します。表紙絵の応募用紙をお配りしますので、奮ってご応募くださ

い。提出先は各クラスの担任となっております。締切日は１１月１５日

（土）です。宜しくお願いします。 

← 昨年度は小学部５年生の暮石賢斗さんの作品が選ばれました。 

タレントショー（補習校祭り）について 

 １１月２２日（土）に予定しております補習校祭りの午後の部で、今年度

も「タレントショー」を開催いたします。補習校に通う子供たちの持つ特技

や才能などを発表する場です。昨年度は、ダンス、南中ソーラン、バンド、

ラップ、ピアノ演奏など、多様な発表が見られました。武道の型やけん玉

などの伝統的な日本の遊びも大歓迎です。奮ってご応募いただければと

思います。出演希望の際は、「タレントショー」のエントリーフォームを、校

長（事務所）まで送付いただければと思います。締切日を１０月２５日（土）  

 【昨年度のタレントショーの様子】   としております。どうぞ宜しくお願いします。 


